
市
民
目
線
に
よ
る
流
域
治
水
（
神
通
川
水
系
）
勉
強
会
開
催

神
通
川
と
支
川
井
田
川
に
囲
ま
れ
た
富
山
市
婦
中
町
鵜
坂
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
々
や
事
業
者
な
ど
が

参
加
す
る
「
流
域
治
水
を
共
創
す
る
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
東
京
大
学
沖
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
複
数

の
大
学
ら
が
中
心
と
な
っ
て
主
催
し
、
個
人
や
企
業
ら
で
意
見
交
換
し
意
識
高
揚
を
図
っ
た
。

日
時
：
第
１
回

R３
年
１
０
月
２
３
日
（
土
）

10
:0

0～
12

:3
0

第
２
回

R３
年
１
１
月
２
３
日
（
火
）

13
:3

0～
15

:3
0

第
３
回

R３
年
１
２
月
１
９
日
（
日
）

13
:3

0～
15

:3
0

第
４
回

R４
年
１
月
３
０
日
（
日
）

14
:0

0～
16

:3
0 
（

W
eb
併
用
）

場
所
：
富
山
市
鵜
坂
公
民
館
及
び
サ
ン
シ
ッ
プ
富
山

主
な
参
加
者
：
井
田
川
・婦
中
土
地
改
良
区
、
西
能
病
院
、
鵜
坂
小
学
校
、

富
山
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
（
株
）フ
ァ
ボ
ー
レ
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ば
、
住
民
方
々
、
富
山
県

富
山
市
、
北
陸
電
力
（株
）
、
県
防
災
士
会
、
国
交
省
富
山
等
約

30
～

50
名

〇
富
山
は
自
然
災
害
が
少
な
い
地
で
あ
る

 
 

 
災
害
意
識
「低
」、
関
心
が
無
い
人
が
多
い

〇
川
の
特
徴
や
仕
組
み
、
人
と
自
然
と
の
折
り
合
い
を
知
ろ
う

〇
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
に
よ
り
、
各
機
関
の
立
場
や
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換

【
中
央
大
学
手
計
教
授
、
岐
阜
大
乃
田

准
教
授
ら
に
よ
る
講
演
】

【
主
な
意
見
】

・
川
の
こ
と
、
何
の
た
め
の
工
事
な
の
？
殆
ど
知
ら
な
い
。

・
避
難
行
動
（マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）を
つ
く
っ
て
み
る
。

・
地
域
で
防
災
や
流
域
治
水
に
つ
い
て
意
見
交
換
。

・
上
流
の
雨
等
の
情
報
を
ど
の
様
に
入
手
す
る
か
。

・
防
災
教
育
を
通
じ
て
子
供
た
ち
か
ら
大
人
へ
伝
え
る
。

・
企
業
と
地
域
住
民
と
の
連
携
が
大
切
。
実
際
に
整
備
す
る
と
な
る

と
大
き
な
支
出
に
つ
な
が
る
。

et
c資
料

4-
2


